
第22回CODHセミナー  #codh22
デジタル時代の変体仮名：日本の文
字文化の継承と新たな展開

17:00 はじめに

17:05-17:20 変体仮名が「廃止」されるまで 岡田一祐（慶応義塾大学）

17:20-17:35 変体仮名とUnicode 高田智和（国立国語研究所）

17:35-17:50 Noto Serif Hentaiganaのデザイン 山田 和寛（株式会社nipponia）

17:50-18:05 アプリにおける変体仮名 北本 朝展（ROIS-DS人文学オープンデータ共同利用センター／国立情報学研究所）

18:05-18:15 専門家コメント 小松 弘幸 (Google)、カラーヌワット・タリン（Sakana AI）ほか

18:15-18:55 ディスカッション・質疑応答 全員

18:55-19:00 おわりに



平仮名に関する時系列
•奈良時代から平安時代：万葉仮名から平仮名へ
•江戸時代まで：多様な平仮名が存在
•明治時代：現代の平仮名（一音一字）へ移行
•昭和時代：日常生活から変体仮名がほぼ消滅（ここまで岡田）
•・・・・・・社会はデジタル時代に突入
• 2017年：変体仮名285文字がUnicodeに採用（高田）
• 2024年：GoogleがNoto Serif Hentaiganaを開発（山田）
•変体仮名がデジタル時代に新たな形で復活中（北本）



Noto Serif Hentaiganaの開発と公開

小松
タリン
ほか


	スライド番号 1
	平仮名に関する時系列
	Noto Serif Hentaiganaの開発と公開

